
(57)【要約】

【課題】　ノイズが含まれている脈波であるかどうかを

精度良く判定できる脈波検出装置を提供する。

【解決手段】　自己相関関数波形決定手段により、カフ

（脈波センサ）から検出された脈波の自己相関関数波形

を決定する。カフによって検出された脈波に、体動など

によってノイズが混入して極大点が増加している場合、

その脈波に基づいて決定される自己相関関数波形は、ノ

イズの少ない正常な脈波に基づいて決定される自己相関

関数波形よりも極大点の多い複雑な形状の波形となるの

で、自己相関関数波形から脈波が正常に検出されたかど

うかを精度良く判断することが可能となる。

【選択図】　　　　　　　　　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 か ら 脈 波 を 検 出 す る 脈 波 セ ン サ と 、
　 該 脈 波 セ ン サ に よ り 検 出 さ れ た 脈 波 の 相 関 関 数 波 形 を 決 定 す る 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 脈 波 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ る 相 関 関 数 波 形 は 、 自 己 相 関 関 数 波 形 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 脈 波 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ る 相 関 関 数 波 形 は 、 相 互 相 関 関 数 波 形 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 脈 波 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 脈 波 検 出 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ た 相 関 関 数 波 形 を 出 力 す る 出 力 装 置 を さ ら に
含 む こ と を 特 徴 と す る 脈 波 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 脈 波 検 出 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ た 相 関 関 数 波 形 に 基 づ い て 、 前 記 脈 波 セ ン サ
に よ り 検 出 さ れ た 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 定 す る 検 出 結 果 判 定 手 段 を さ ら に
含 む こ と を 特 徴 と す る 脈 波 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 脈 波 検 出 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 検 出 結 果 判 定 手 段 は 、 前 記 相 関 関 数 波 形 の 極 大 点 の 数 に 基 づ い て 、 前 記 脈 波 セ ン サ
に よ り 検 出 さ れ た 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 定 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す
る 脈 波 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 脈 波 検 出 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 検 出 結 果 判 定 手 段 は 、 前 記 相 関 関 数 波 形 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル に 基 づ い て 、 前 記 脈 波
セ ン サ に よ り 検 出 さ れ た 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 定 す る も の で あ る こ と を 特
徴 と す る 脈 波 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 脈 波 検 出 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ た 相 互 相 関 関 数 波 形 の 最 大 値 を 示 す 時 点 を 基
準 と し 、 該 最 大 値 を 示 す 時 点 よ り も マ イ ナ ス 側 の 波 形 と プ ラ ス 側 の 波 形 と の 相 関 係 数 に 基
づ い て 、 前 記 脈 波 セ ン サ に よ り 検 出 さ れ た 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 定 す る 検
出 結 果 判 定 手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 脈 波 検 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 か ら 発 生 す る 脈 波 を 検 出 す る 脈 波 検 出 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 体 か ら 脈 波 を 検 出 し て 診 断 に 利 用 す る 装 置 が 種 々 提 案 さ れ て い る 。 脈 波 に 基 づ く 診 断
の 方 法 に は 種 々 の 方 法 が あ り 、 た と え ば 、 脈 波 の 形 状 を 反 映 す る 特 徴 値 を 用 い る 方 法 が あ
る （ た と え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 特 許 文 献 １ で は 、 脈 波 の 特 徴 値 と し て 、 脈 波 の 立 ち 上 が
り 点 か ら ピ ー ク （ 最 大 点 ） ま で の 時 間 で あ る U-timeな ど の 上 昇 特 徴 値 や 、 脈 波 の 先 鋭 度 を
算 出 し 、 そ れ ら 上 昇 特 徴 値 や 先 鋭 度 に 基 づ い て 、 下 肢 動 脈 の 狭 窄 を 判 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 脈 波 に 基 づ く 別 の 診 断 方 法 と し て 、 脈 波 の 立 ち 上 が り 点 や 脈 波 の ピ ー ク な ど 所 定
の 部 位 の 発 生 時 間 や 大 き さ を 用 い る 方 法 が あ る （ た と え ば 、 前 記 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２
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参 照 ） 。 特 許 文 献 １ で は 、 脈 波 の 立 ち 上 が り 点 な ど 所 定 部 位 の 発 生 時 間 に 基 づ い て 、 生 体
内 を 脈 波 が 伝 播 す る 速 度 で あ る 脈 波 伝 播 速 度 を 算 出 し 、 そ の 脈 波 伝 播 速 度 を 前 述 の 上 昇 特
徴 値 お よ び 先 鋭 度 と 同 様 に 、 下 肢 動 脈 の 狭 窄 の 判 定 に 用 い て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は
、 脈 波 の 立 ち 上 が り 点 （ す な わ ち 最 小 点 ） お よ び ピ ー ク （ す な わ ち 最 大 点 ） の 大 き さ か ら
、 予 め 決 定 さ れ た 関 係 を 用 い て 、 連 続 的 に 血 圧 値 を 決 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 脈 波 に 基 づ い て 診 断 を 行 う 場 合 、 検 出 さ れ る 脈 波 に 体 動 な ど に 起 因 す る ノ イ ズ が 含 ま れ
て い な い こ と が 必 要 と な る 。 そ の た め 、 特 許 文 献 ２ で は 、 逐 次 検 出 さ れ る 脈 波 の 振 幅 が そ
の 直 前 に 検 出 さ れ た 脈 波 の 振 幅 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 所 定 範 囲 内 で あ る か 、 ま た は 前 回 検
出 さ れ た 脈 波 の 振 幅 と 今 回 の 脈 波 の 振 幅 と の 振 幅 差 が 、 そ の 直 前 に 算 出 さ れ た 振 幅 差 に 基
づ い て 決 定 さ れ る 所 定 範 囲 内 で あ る か を 判 断 す る こ と に よ り 、 体 動 に よ る ノ イ ズ が 含 ま れ
て い る 脈 波 で あ る か ど う か を 判 定 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ７ ２ ６ ８ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ２ ６ ６ ４ ９ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ の 装 置 で は 、 検 出 さ れ る 脈 波 に 混 入 す る ノ イ ズ の 大 き さ が そ の 脈 波 の 振 幅 よ
り も 小 さ い 場 合 に は 、 ノ イ ズ が 発 生 し た こ と を 検 出 で き な い 。 し か し 、 脈 波 に ノ イ ズ が 混
入 す る 場 合 に 、 必 ず 脈 波 の 振 幅 が 大 き く 変 化 す る と は 限 ら ず 、 ノ イ ズ が 比 較 的 小 さ い 場 合
に は 、 振 幅 は そ れ ほ ど 変 化 し な い が 、 極 大 点 の 数 が 増 え る な ど 、 脈 波 の 形 状 が 変 化 す る 場
合 が あ る 。 そ の よ う に 、 ノ イ ズ に よ っ て 脈 波 の 形 状 が 変 化 す る 場 合 に も 、 診 断 に 悪 影 響 を
及 ぼ す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 事 情 を 背 景 と し て 為 さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 ノ
イ ズ が 含 ま れ て い る 脈 波 で あ る か ど う か を 精 度 良 く 判 定 で き る 脈 波 検 出 装 置 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る 為 の 本 発 明 は 、 生 体 か ら 脈 波 を 検 出 す る 脈 波 セ ン サ と 、 そ の 脈 波 セ
ン サ に よ り 検 出 さ れ た 脈 波 の 相 関 関 数 波 形 を 決 定 す る 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 と を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 脈 波 検 出 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 、 脈 波 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ た 脈 波
の 相 関 関 数 波 形 が 決 定 さ れ 、 ノ イ ズ が 混 入 す る こ と に よ っ て 極 大 点 が 増 加 し た 脈 波 に 基 づ
い て 決 定 さ れ る 相 関 関 数 波 形 は 、 ノ イ ズ の 少 な い 正 常 な 脈 波 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 相 関 関
数 波 形 よ り も 極 大 点 の 多 い 複 雑 な 形 状 の 波 形 と な る の で 、 相 関 関 数 波 形 か ら 脈 波 が 正 常 に
検 出 さ れ た か ど う か を 精 度 良 く 判 断 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 前 記 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ る 相 関 関 数 波 形 は 、 相 互 相 関 関 数 波
形 で も 良 い が 、 自 己 相 関 関 数 波 形 で あ る こ と が 好 ま し い 。 そ の 理 由 は 、 自 己 相 関 関 数 波 形
は 同 一 の ２ つ の 脈 波 か ら 決 定 さ れ る の で 、 自 己 相 関 関 数 波 形 の 決 定 に 用 い ら れ る 両 脈 波 に
は 同 じ ノ イ ズ が 含 ま れ る 。 従 っ て 、 そ の ノ イ ズ に 由 来 す る 自 己 相 関 関 数 波 形 の 極 大 点 が 大
き く な る の で 、 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 断 し や す く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 脈 波 検 出 装 置 は 、 前 記 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ た
相 関 関 数 波 形 を 出 力 す る 出 力 装 置 を 備 え る 。 こ の よ う に す れ ば 、 出 力 装 置 に 出 力 さ れ た 相
関 関 数 波 形 か ら 、 医 師 等 が 、 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 脈 波 検 出 装 置 は 、 前 記 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ た
相 関 関 数 波 形 に 基 づ い て 、 前 記 脈 波 セ ン サ に よ り 検 出 さ れ た 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど
う か を 判 定 す る 検 出 結 果 判 定 手 段 を 備 え て い る 。 こ の よ う に す れ ば 、 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ
れ た か ど う か が 自 動 的 に 判 定 さ れ る の で 、 ノ イ ズ を 含 ん だ 脈 波 に 基 づ く 誤 っ た 診 断 が さ れ
る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 検 出 結 果 判 定 手 段 に よ る 判 定 の 方 法 と し て は 、 た と え ば 、 前 記 相 関 関 数 波 形 の 極 大
点 の 数 に 基 づ く 判 定 方 法 や 、 前 記 相 関 関 数 波 形 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル に 基 づ く 判 定 方 法 が あ
る 。 ノ イ ズ が 多 い ほ ど 脈 波 に ノ イ ズ 由 来 の 極 大 点 が 増 え る こ と か ら 、 相 関 関 数 波 形 に も 極
大 点 の 数 が 増 え る の で 、 相 関 関 数 波 形 に 存 在 す る 極 大 点 の 数 が 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 数 以
上 で あ る 場 合 に は 、 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ て い な い と 判 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 相 関
関 数 波 形 に 極 大 点 の 数 が 増 え る と 、 相 関 関 数 波 形 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル に も ノ イ ズ 由 来 の 成
分 が 増 え る の で 、 相 関 関 数 波 形 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル か ら も 、 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど
う か を 判 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ る 相 関 関
数 波 形 が 相 互 相 関 関 数 波 形 で あ る 場 合 に は 、 検 出 結 果 判 定 手 段 は 、 そ の 相 互 相 関 関 数 波 形
の 最 大 値 を 示 す 時 点 を 基 準 と し 、 そ の 最 大 値 を 示 す 時 点 よ り も マ イ ナ ス 側 の 波 形 と プ ラ ス
側 の 波 形 と の 相 関 係 数 に 基 づ い て 、 前 記 脈 波 セ ン サ に よ り 検 出 さ れ た 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ
れ た か ど う か を 判 定 す る こ と も で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 ま ず 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明
す る 。 本 発 明 の 脈 波 検 出 装 置 は 種 々 の 診 断 に 利 用 す る こ と が で き る が 、 こ の 実 施 例 は 、 脈
波 検 出 装 置 を 動 脈 の 狭 窄 の 診 断 に 利 用 す る 狭 窄 診 断 装 置 で あ る 。 図 １ は 、 そ の 狭 窄 診 断 装
置 １ ０ の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に お い て 、 カ フ １ ２ は 、 一 般 的 な 足 首 用 の カ フ で あ り 、 足 首 １ ４ に 巻 き 着 け ら れ る
。 カ フ １ ２ に は 、 圧 力 セ ン サ １ ６ お よ び 調 圧 弁 １ ８ が 配 管 ２ ０ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 ま
た 、 調 圧 弁 １ ８ は 配 管 ２ １ に よ り 空 気 ポ ン プ ２ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 上 記 カ フ １ ２ は 、 布
製 帯 状 袋 内 に ゴ ム 製 袋 を 収 容 し た 構 造 で あ る 。 調 圧 弁 １ ８ は 、 空 気 ポ ン プ ２ ２ か ら 供 給 さ
れ る 圧 力 の 高 い 空 気 の 圧 力 を 調 圧 し て カ フ １ ２ 内 へ 供 給 し 、 或 い は 、 カ フ １ ２ 内 の 空 気 を
排 気 す る こ と に よ り カ フ １ ２ 内 の 圧 力 を 調 圧 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 圧 力 セ ン サ １ ６ は 、 カ フ １ ２ 内 の 圧 力 を 検 出 し て そ の 圧 力 を 表 す 圧 力 信 号 SPを 静 圧 弁 別
回 路 ２ ４ お よ び 脈 波 弁 別 回 路 ２ ６ に そ れ ぞ れ 供 給 す る 。 静 圧 弁 別 回 路 ２ ４ は ロ ー パ ス フ ィ
ル タ を 備 え 、 圧 力 信 号 SPに 含 ま れ る 定 常 的 な 圧 力 す な わ ち カ フ １ ２ の 圧 迫 圧 力 （ 以 下 、 こ
の 圧 力 を カ フ 圧 PCと い う ） を 表 す カ フ 圧 信 号 SCを 弁 別 し て 、 そ の カ フ 圧 信 号 SCを Ａ ／ Ｄ 変
換 器 ２ ８ を 介 し て 電 子 制 御 装 置 ３ ０ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 脈 波 弁 別 回 路 ２ ６ は バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 備 え 、 圧 力 信 号 SPの 振 動 成 分 で あ る 脈 波 信 号
SMを 周 波 数 的 に 弁 別 し て そ の 脈 波 信 号 SMを Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ２ を 介 し て 電 子 制 御 装 置 ３ ０ へ
供 給 す る 。 こ の 脈 波 信 号 SMは 足 首 １ ４ か ら 検 出 さ れ る 脈 波 す な わ ち 足 首 脈 波 を 表 し て い る
こ と か ら 、 脈 波 信 号 SMを 含 む 圧 力 信 号 SPを 検 出 す る カ フ １ ２ が 脈 波 セ ン サ と し て 機 能 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 電 子 制 御 装 置 ３ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ ， Ｒ Ｏ Ｍ ３ ６ ， Ｒ Ａ Ｍ ３ ８ ， お よ び 図 示 し な い Ｉ
／ Ｏ ポ ー ト 等 を 備 え た 所 謂 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に て 構 成 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ は 、 Ｒ
Ｏ Ｍ ３ ６ に 予 め 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ て Ｒ Ａ Ｍ ３ ８ の 記 憶 機 能 を 利 用 し つ つ 信 号 処
理 を 実 行 す る こ と に よ り 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト か ら 駆 動 信 号 を 出 力 し て 図 示 し な い 駆 動 回 路 を 介
し て 調 圧 弁 １ ８ お よ び 空 気 ポ ン プ ２ ２ を 制 御 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ は 、 調 圧 弁 １ ８ お よ び 空 気
ポ ン プ ２ ２ を 制 御 す る こ と に よ り 、 カ フ １ ２ 内 の 圧 力 を 制 御 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ は 、
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電 子 制 御 装 置 ３ ０ に 供 給 さ れ る 信 号 を 演 算 処 理 す る こ と に よ り 、 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ
れ た か ど う か の 判 定 や 、 %MAPな ど の 狭 窄 関 連 情 報 の 決 定 を 行 う 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ は 、 出
力 装 置 と し て 機 能 す る 表 示 器 ４ ０ の 表 示 内 容 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 電 子 制 御 装 置 ３ ０ の 制 御 機 能 の 要 部 を 示 す 機 能 ブ ロ ッ ク 線 図 で あ る 。 カ フ 圧 制
御 手 段 ５ ０ は 、 図 示 し な い 測 定 開 始 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 静 圧 弁 別 回 路 ２ ４ か ら 供 給 さ
れ る カ フ 圧 信 号 SCに 基 づ い て カ フ 圧 PCを 判 断 し つ つ 、 調 圧 弁 １ ８ お よ び 空 気 ポ ン プ ２ ２ を
制 御 す る こ と に よ り 、 カ フ 圧 PCを 所 定 の 脈 波 検 出 圧 と す る 。 こ の 脈 波 検 出 圧 は 、 カ フ １ ２
が 装 着 さ れ て い る 部 位 （ す な わ ち 足 首 １ ４ ） に お け る 最 低 血 圧 値 よ り も 低 い 圧 力 で あ っ て
、 且 つ 、 脈 波 弁 別 回 路 ２ ６ に よ り 弁 別 さ れ る 脈 波 信 号 SMが 十 分 な 信 号 強 度 と な る よ う な 圧
力 で あ り 、 た と え ば 50～ 60mmHgに 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 脈 波 表 示 手 段 ５ ２ は 、 カ フ 圧 制 御 手 段 ５ ０ に よ り カ フ 圧 PCが 上 記 脈 波 検 出 圧 に 制 御 さ れ
て い る 状 態 で 脈 波 弁 別 回 路 ２ ６ か ら 供 給 さ れ る 一 拍 分 の 脈 波 信 号 SM、 す な わ ち 一 拍 分 の 足
首 脈 波 を 、 表 示 器 ４ ０ の 所 定 位 置 に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 自 己 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 ５ ４ は 、 カ フ 圧 制 御 手 段 ５ ０ に よ り カ フ 圧 PCが 上 記 脈 波 検 出
圧 に 制 御 さ れ て い る 状 態 で 脈 波 弁 別 回 路 ２ ６ か ら 供 給 さ れ る 一 拍 分 の 足 首 脈 波 信 号 SMの 自
己 相 関 関 数 波 形 を 決 定 し 、 決 定 し た 自 己 相 関 関 数 波 形 を 表 示 器 ４ ０ に 表 示 す る 。 な お 、 上
記 自 己 相 関 関 数 波 形 は 、 式 １ に 記 述 さ れ る 自 己 相 関 関 数 R(τ )に よ っ て 表 さ れ る 波 形 で あ
る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ は 、 上 記 脈 波 表 示 手 段 ５ ２ お よ び 自 己 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 ５ ４ に よ り
表 示 器 ４ ０ に 表 示 さ れ る 足 首 脈 波 お よ び 自 己 相 関 関 数 波 形 の 一 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ は
、 ノ イ ズ の 少 な い 正 常 に 検 出 さ れ た 足 首 脈 波 お よ び そ れ か ら 決 定 さ れ る 自 己 相 関 関 数 波 形
を 示 し 、 図 ４ は 、 ノ イ ズ が 多 い 異 常 な 足 首 脈 波 お よ び そ れ か ら 決 定 さ れ る 自 己 相 関 関 数 波
形 を 示 し て い る 。 図 ３ お よ び 図 ４ か ら 分 か る よ う に 、 正 常 な 足 首 脈 波 か ら 決 定 さ れ る 自 己
相 関 関 数 波 形 は 、 極 大 点 が 一 つ し か な い 単 純 な 形 状 の 波 形 で あ る の に 対 し て 、 正 常 に 検 出
さ れ な か っ た 足 首 脈 波 か ら 決 定 さ れ る 自 己 相 関 関 数 波 形 は 、 複 数 の 極 大 点 が あ り 複 雑 な 形
状 の 波 形 と な っ て い る 。 従 っ て 、 医 師 等 は 、 表 示 器 ４ ０ に 表 示 さ れ る 自 己 相 関 関 数 波 形 か
ら 、 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 検 出 結 果 判 定 手 段 ５ ６ は 、 脈 波 弁 別 回 路 ２ ６ か ら 供 給 さ れ た 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ
た 脈 波 で あ る か ど う か を 、 自 己 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 ５ ４ に よ り 決 定 さ れ た 自 己 相 関 関 数
波 形 の 極 大 点 の 数 に 基 づ い て 判 定 す る 。 す な わ ち 、 自 己 相 関 関 数 波 形 の 極 大 点 の 数 が 所 定
数 よ り も 少 な け れ ば 、 足 首 脈 波 は 正 常 に 検 出 さ れ た と 判 定 し 、 極 大 点 の 数 が 所 定 数 （ た と
え ば ３ つ ） 以 上 で あ れ ば 、 体 動 な ど の ノ イ ズ に よ り 足 首 脈 波 は 正 常 に 検 出 さ れ な か っ た と
判 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 狭 窄 関 連 情 報 決 定 手 段 ５ ８ は 、 脈 波 弁 別 回 路 ２ ６ か ら 供 給 さ れ る 足 首 脈 波 に 基 づ い て 、
血 管 の 狭 窄 に 関 連 す る 生 体 情 報 で あ る 狭 窄 関 連 情 報 を 決 定 し 、 決 定 し た 狭 窄 関 連 情 報 を 表
示 器 ４ ０ に 表 示 す る 。 狭 窄 関 連 情 報 と し て は 、 た と え ば 、 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い
る 上 昇 特 徴 値 、 先 鋭 度 、 脈 波 伝 播 速 度 情 報 な ど が あ る が 、 本 実 施 例 で は 、 上 昇 特 徴 値 で あ
る ア ッ プ ス ト ロ ー ク タ イ ム （ upstroke time（ 以 下 、 U-timeと い う ） ） お よ び 先 鋭 度 で あ
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る %MAPを 決 定 す る 。 U-timeは 、 脈 波 の 立 ち 上 が り 点 か ら ピ ー ク （ 最 大 点 ） ま で の 時 間 で あ
り 、 %MAPは 、 脈 波 の ピ ー ク 高 さ H（ す な わ ち 脈 圧 ） に 対 す る 脈 波 面 積 Sの 重 心 位 置 の 高 さ G
の 割 合 （ =100× H/G） で あ る 。 こ れ ら U-timeや %MAPが 表 示 器 ４ ０ に 表 示 さ れ る と 、 そ の 値
か ら 動 脈 の 狭 窄 を 判 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ は 、 図 ２ の 機 能 ブ ロ ッ ク 線 図 に 示 し た 電 子 制 御 装 置 ３ ０ の 制 御 作 動 を 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 ス テ ッ プ （ 以 下 、 ス テ ッ プ を 省 略 す る ） Ｓ １ で は 、 空 気 ポ ン プ
２ ２ を 起 動 さ せ る と と も に 、 調 圧 弁 １ ８ を 制 御 し て 、 カ フ 圧 PCの 昇 圧 を 開 始 す る 。 続 く Ｓ
２ で は 、 カ フ 圧 PCが 脈 波 検 出 圧 と し て 設 定 さ れ た 50mmHg以 上 と な っ た か 否 か を 判 断 す る 。
こ の Ｓ ２ の 判 断 が 否 定 さ れ た 場 合 は 、 Ｓ ２ の 判 断 を 繰 り 返 し 実 行 す る が 、 肯 定 さ れ た 場 合
に は 、 続 く Ｓ ３ に お い て 、 調 圧 弁 １ ８ を 閉 じ る こ と に よ り そ の カ フ 圧 PCを 維 持 す る と と も
に 、 空 気 ポ ン プ ２ ２ を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 続 く Ｓ ４ で は 、 カ フ 圧 PCが 維 持 さ れ て い る 状 態 で 、 脈 波 弁 別 回 路 ２ ６ か ら 供 給
さ れ る 脈 波 信 号 SMを 読 み 込 み 、 続 く Ｓ ５ で は 、 脈 波 信 号 SMを 一 拍 分 読 み 込 ん だ か 否 か を 判
断 す る 。 こ の 判 断 が 否 定 さ れ た 場 合 に は 、 前 記 Ｓ ４ を 繰 り 返 し 実 行 す る こ と に よ り 脈 波 信
号 SMの 読 み 込 み を 継 続 す る が 、 肯 定 さ れ た 場 合 に は 、 続 く Ｓ ６ に お い て 、 調 圧 弁 １ ８ を 解
放 す る こ と に よ り カ フ 圧 PCを 大 気 圧 ま で 排 圧 す る 。 図 ５ で は 、 Ｓ １ 乃 至 Ｓ ３ お よ び 上 記 Ｓ
６ が カ フ 圧 制 御 手 段 ５ ０ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 続 く Ｓ ７ は 脈 波 表 示 手 段 ５ ２ に 相 当 し 、 Ｓ ４ 乃 至 Ｓ ５ の 繰 り 返 し に よ り 読 み 込 ん だ 一 拍
分 の 脈 波 信 号 SMが 表 す 足 首 脈 波 を 、 た と え ば 前 述 の 図 ３ ま た は 図 ４ に 示 す よ う に 、 表 示 器
４ ０ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 続 く Ｓ ８ は 自 己 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 ５ ４ に 相 当 し 、 Ｓ ４ 乃 至 Ｓ ５ の 繰 り 返 し に よ り 読
み 込 ん だ 一 拍 分 の 脈 波 信 号 SMに 基 づ い て 、 前 記 式 １ か ら 一 拍 分 の 足 首 脈 波 の 自 己 相 関 関 数
波 形 を 決 定 し 、 決 定 し た 自 己 相 関 関 数 波 形 を 、 た と え ば 前 述 の 図 ３ ま た は 図 ４ に 示 す よ う
に 、 表 示 器 ４ ０ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 続 く Ｓ ９ 乃 至 Ｓ １ ０ は 検 出 結 果 判 定 手 段 ５ ６ に 相 当 し 、 Ｓ ９ で は 、 上 記 Ｓ ８ で 決 定 し た
自 己 相 関 関 数 波 形 の 極 大 点 の 数 を 決 定 し 、 そ の 極 大 点 の 数 が 予 め 設 定 さ れ て い る 所 定 数 （
た と え ば ３ つ ） 以 上 で あ れ ば 、 足 首 脈 波 は 正 常 に 検 出 さ れ て い な い と 判 定 し 、 極 大 点 の 数
が 所 定 数 よ り も 少 な け れ ば 、 足 首 脈 波 は 正 常 に 検 出 さ れ た と 判 定 す る 。 そ し て 、 続 く Ｓ １
０ で は 、 Ｓ ９ で 判 定 し た 結 果 を 表 示 器 ４ ０ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 続 く Ｓ １ １ は 狭 窄 関 連 情 報 決 定 手 段 ５ ８ に 相 当 し 、 Ｓ ４ 乃 至 Ｓ ５ の 繰 り 返 し に よ り 読 み
込 ん だ 一 拍 分 の 足 首 脈 波 に 基 づ い て 、 U-timeお よ び %MAPを 決 定 す る 。 す な わ ち 、 読 み 込 ん
だ 足 首 脈 波 の 立 ち 上 が り 点 お よ び ピ ー ク を 決 定 し 、 そ の 立 ち 上 が り 点 か ら ピ ー ク ま で の 時
間 を U-timeと し 、 足 首 脈 波 の 面 積 Sの 重 心 位 置 高 さ Gお よ び 足 首 脈 波 の ピ ー ク 高 さ Hを 決 定
し 、 そ の ピ ー ク 高 さ Hに 対 す る 脈 波 面 積 Sの 重 心 位 置 高 さ Gの 割 合 （ =100× H/G） を %MAPと し
て 決 定 す る 。 そ し て 、 決 定 し た U-timeお よ び %MAPを 表 示 器 ４ ０ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 装 置 １ ０ を 用 い た 診 断 で は 、 Ｓ ８ で 表 示 さ れ た 自 己 相 関 関 数 波 形 や Ｓ １ ０ で 表 示 さ れ
た 検 出 結 果 か ら 、 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 断 し た 上 で 、 上 記 Ｓ １ １ に よ
り 表 示 さ れ た U-timeお よ び %MAPや 、 前 記 Ｓ ７ で 表 示 さ れ た 足 首 脈 波 の 形 状 か ら 、 狭 窄 の 有
無 を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 の 実 施 例 に よ れ ば 、 自 己 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 ５ ４ （ Ｓ ８ ） に よ り 、 カ フ １ ２ に よ
っ て 検 出 さ れ た 足 首 脈 波 の 自 己 相 関 関 数 波 形 が 決 定 さ れ 、 ノ イ ズ が 混 入 す る こ と に よ っ て
極 大 点 が 増 加 し た 足 首 脈 波 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 自 己 相 関 関 数 波 形 は 、 ノ イ ズ の 少 な い 正
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常 な 足 首 脈 波 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 自 己 相 関 関 数 波 形 よ り も 極 大 点 の 多 い 複 雑 な 形 状 の 波
形 と な る の で 、 自 己 相 関 関 数 波 形 か ら 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 精 度 良 く 判
断 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 自 己 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 ５ ４ （ Ｓ ８ ） に よ り 決 定 さ れ た 自
己 相 関 関 数 波 形 が 表 示 器 ４ ０ に 表 示 さ れ る こ と か ら 、 そ の 表 示 さ れ た 自 己 相 関 関 数 波 形 か
ら 、 医 師 等 が 、 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 検 出 結 果 判 定 手 段 ５ ６ （ Ｓ ９ 乃 至 Ｓ １ ０ ） に よ り 、 自 己 相 関
関 数 波 形 決 定 手 段 ５ ４ （ Ｓ ８ ） に よ っ て 決 定 さ れ た 自 己 相 関 関 数 波 形 に 基 づ い て 、 カ フ １
２ に よ り 検 出 さ れ た 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か が 自 動 的 に 判 定 さ れ る の で 、 ノ
イ ズ を 含 ん だ 足 首 脈 波 に 基 づ く 誤 っ た 診 断 が さ れ る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 他 の 態 様 に お い て も 適
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 た と え ば 、 前 述 の 実 施 例 の 検 出 結 果 判 定 手 段 ５ ６ で は 、 自 己 相 関 関 数 波 形 の 極 大 点 の 数
に 基 づ い て 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 定 し て い た が 、 自 己 相 関 関 数 波 形 の
パ ワ ー ス ペ ク ト ル を 求 め て 、 そ の パ ワ ー ス ペ ク ト ル か ら 、 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か
ど う か を 判 定 し て も よ い 。 図 ６ は 、 そ の パ ワ ー ス ペ ク ト ル の 一 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 (a)
は 正 常 な 足 首 脈 波 に 基 づ い て 決 定 さ れ た 自 己 相 関 関 数 波 形 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル の 一 例 で あ
り 、 (b)は ノ イ ズ が 多 く 混 入 し て い る 正 常 で な い 足 首 脈 波 に 基 づ い て 決 定 さ れ た 自 己 相 関
関 数 波 形 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル の 一 例 で あ る 。 ノ イ ズ が 多 く 混 入 し て い る と 、 図 ６ (b)に 示
さ れ る よ う に 、 そ の ノ イ ズ に 起 因 し て パ ワ ー ス ペ ク ト ル の 高 周 波 部 分 が 増 加 し て 、 高 周 波
部 分 に ピ ー ク が 確 認 で き る こ と か ら 、 パ ワ ー ス ペ ク ト ル か ら 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た
か ど う か を 判 定 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 相 関 関 数 波 形 と し て 自 己 相 関 関 数 波 形 を 決 定 し て い た が 、 そ
れ に 代 え て 、 相 互 相 関 関 数 波 形 を 決 定 し て も よ い 。 な お 、 相 互 相 関 関 数 波 形 を 決 定 す る た
め の ２ つ の 脈 波 は 、 異 な る ２ つ の 部 位 か ら そ れ ぞ れ 検 出 さ れ る ２ つ の 脈 波 で あ っ て も よ い
し 、 同 一 部 位 で あ る が 検 出 時 間 が 異 な る ２ つ の 脈 波 で あ っ て も よ い 。 図 ７ は 、 検 出 部 位 が
異 な る ２ つ の 脈 波 （ 第 １ 脈 波 x(t)お よ び 第 ２ 脈 波 y(t)） 、 お よ び そ の ２ つ の 脈 波 か ら 決 定
さ れ る 相 互 相 関 関 数 波 形 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 相 互 相 関 関 数 波 形 は 、 式 ２ に 記 述 さ れ る
相 互 相 関 関 数 Rxy(τ )に よ っ て 表 さ れ る 波 形 で あ る 。
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 相 関 関 数 波 形 と し て 相 互 相 関 関 数 波 形 を 決 定 す る 場 合 、 そ の 相 互 相 関 関 数 波 形 か ら 、 脈
波 セ ン サ に よ り 検 出 さ れ た 脈 波 が 正 常 で あ る か ど う か を 判 定 す る 方 法 は 、 前 述 の 自 己 相 関
関 数 波 形 と 同 様 に 、 極 大 点 の 数 に 基 づ く 方 法 や 相 関 関 数 波 形 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル に 基 づ く
方 法 で あ っ て も よ い が 、 相 互 相 関 関 数 波 形 の 左 右 の 対 称 性 に 基 づ く 方 法 で あ っ て も よ い 。
相 互 相 関 関 数 波 形 の 左 右 の 対 称 性 に 基 づ く 方 法 と は 、 図 ７ に 例 示 し た よ う な 相 互 相 関 関 数
波 形 を そ の 最 大 値 を 示 す 時 点 （ 図 ７ で は 時 間 τ ＝ ０ ） を 基 準 点 （ ０ 点 ） と し て 左 右 に 分 け
て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 左 側 波 形 （ す な わ ち マ イ ナ ス 側 の 波 形 ） L(τ )と 右 側 波 形 （ す な
わ ち プ ラ ス 側 の 波 形 ） R(τ )と し 、 そ の 左 側 波 形 L(τ )と 右 側 波 形 R(τ )と の 相 関 係 数 cを 求
め 、 そ の 相 関 係 数 cが 所 定 値 よ り も 低 い 場 合 に は 、 脈 波 検 出 が 正 常 に 行 わ れ な か っ た と 判
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定 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 上 記 相 関 係 数 cは ０ と １ の 間 の 値 で あ る が 、 第 １ 脈 波 xお よ び 第 ２ 脈 波 yと も に ノ
イ ズ の 混 入 が 少 な い 場 合 に は 、 第 １ 脈 波 xと 第 ２ 脈 波 yと は 比 較 的 似 た 形 状 と な る の で 、 相
互 相 関 関 数 波 形 の 左 側 波 形 L(τ )と 右 側 波 形 R(τ )は 比 較 的 高 い 対 称 性 を 示 し 、 相 関 係 数 c
は １ に 近 い 値 と な る 。 一 方 、 第 １ 脈 　 波 xお よ び 第 ２ 脈 波 yの 一 方 に ノ イ ズ が 混 入 し て 、 第
１ 脈 波 xの 形 状 と 第 ２ 脈 波 yの 形 状 と は 比 較 的 大 き く 異 な る と 、 相 互 相 関 関 数 波 形 の 左 側 波
形 L(τ )の 形 状 と 右 側 波 形 R(τ )の 形 状 は 比 較 的 大 き く 異 な る の で 、 相 関 係 数 cは １ よ り も
十 分 に 小 さ い 値 と な る 。 従 っ て 、 脈 波 検 出 が 正 常 に 行 わ れ た か ど う か を 判 断 す る た め の 所
定 値 は 、 １ よ り も 小 さ い 範 囲 で １ に 比 較 的 近 い 値 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 時 間 τ が マ イ ナ ス で あ る 領 域
に つ い て も 自 己 相 関 関 数 波 形 が 示 さ れ て い る が 、 相 関 関 数 が 自 己 相 関 関 数 で あ る 場 合 に は
、 相 関 関 数 波 形 は 時 間 τ ＝ ０ を 中 心 と し て 対 称 と な る の で 、 時 間 τ が マ イ ナ ス で あ る 領 域
の 波 形 を 決 定 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 脈 波 を 検 出 し た 場 合 に は 、 そ の 脈 波 に 基 づ い て 必 ず 狭 窄 関 連
情 報 を 決 定 し て い た が 、 検 出 結 果 判 定 手 段 ５ ６ に よ り 正 常 に 検 出 さ れ た と 判 定 さ れ た 場 合
に の み 、 そ の 脈 波 か ら 狭 窄 関 連 情 報 を 決 定 す る よ う に な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 一 拍 分 の 脈 波 を 検 出 し て い た が 、 複 数 拍 分 の 脈 波 を 検 出 し 、
そ の 複 数 拍 分 の 脈 波 か ら 狭 窄 関 連 情 報 を そ れ ぞ れ 決 定 し て も よ い 。 な お 、 そ の よ う に 複 数
拍 分 の 脈 波 を 用 い る 場 合 、 す べ て の 脈 波 に 基 づ い て 狭 窄 関 連 情 報 を 決 定 し て も よ い し 、 前
述 の よ う に 、 正 常 に 検 出 さ れ た と 判 定 さ れ た 脈 波 に つ い て の み 狭 窄 関 連 情 報 を 決 定 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 カ フ １ ２ が 脈 波 セ ン サ と し て 機 能 し て い た が 、 脈 波 セ ン サ は
前 述 の 実 施 例 の も の に 限 定 さ れ ず 、 押 圧 面 に 備 え ら れ た 感 圧 素 子 に よ り 圧 脈 波 を 検 出 す る
型 式 な ど 、 圧 脈 波 を 検 出 す る 圧 脈 波 セ ン サ を 用 い る こ と も で き 、 ま た 、 酸 素 飽 和 度 測 定 用
の 光 電 脈 波 検 出 プ ロ ー ブ 、 脈 拍 検 出 な ど の た め に 指 尖 部 な ど に 装 着 さ れ る 光 電 脈 波 セ ン サ
な ど 、 容 積 脈 波 を 検 出 す る セ ン サ な ど を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 例 で は 、 脈 波 を 検 出 す る 部 位 は 足 首 １ ４ で あ っ た が 、 頸 部 な ど 他 の 部
位 で 脈 波 を 検 出 し て も よ い 。 な お 、 正 常 に 検 出 さ れ た 脈 波 同 士 で あ っ て も 検 出 部 位 に よ っ
て 極 大 点 の 数 は 異 な る の で 、 脈 波 の 検 出 部 位 が 異 な れ ば 、 相 関 関 数 波 形 の 極 大 点 の 数 も 異
な る 。 従 っ て 、 相 関 関 数 波 形 の 極 大 点 の 数 に 基 づ い て 、 検 出 さ れ た 脈 波 が 正 常 で あ る か ど
う か を 判 断 す る 場 合 、 相 関 関 数 波 形 の 極 大 点 の 数 が 幾 つ よ り 少 な け れ ば 正 常 で あ る か は 、
脈 波 の 検 出 部 位 に よ っ て 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 述 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 当
業 者 の 知 識 に 基 づ い て 種 々 の 変 更 、 改 良 を 加 え た 態 様 で 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 脈 波 検 出 装 置 と し て の 機 能 を 備 え た 狭 窄 診 断 装 置 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 狭 窄 診 断 装 置 に お け る 電 子 制 御 装 置 の 制 御 機 能 の 要 部 を 示 す 機 能 ブ ロ ッ ク
線 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 脈 波 表 示 手 段 お よ び 自 己 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 表 示 器 に 表 示 さ れ る
足 首 脈 波 お よ び 自 己 相 関 関 数 波 形 の 一 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 ノ イ ズ の 少 な い 正 常 に 検 出 さ
れ た 足 首 脈 波 お よ び そ れ か ら 決 定 さ れ る 自 己 相 関 関 数 波 形 で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 ２ の 脈 波 表 示 手 段 お よ び 自 己 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段 に よ り 表 示 器 に 表 示 さ れ る
足 首 脈 波 お よ び 自 己 相 関 関 数 波 形 の 一 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 ノ イ ズ が 多 い 異 常 な 足 首 脈 波
お よ び そ れ か ら 決 定 さ れ る 自 己 相 関 関 数 波 形 を 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 機 能 ブ ロ ッ ク 線 図 に 示 し た 電 子 制 御 装 置 の 制 御 作 動 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 検 出 結 果 判 定 手 段 に お い て 足 首 脈 波 が 正 常 に 検 出 さ れ た か ど う か を 判 定 す
る た め に 決 定 す る パ ワ ー ス ペ ク ト ル の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 検 出 部 位 が 異 な る ２ つ の 脈 波 （ 第 １ 脈 波 x(t)お よ び 第 ２ 脈 波 y(t)） 、 お よ び そ の
２ つ の 脈 波 か ら 決 定 さ れ る 相 互 相 関 関 数 波 形 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 相 互 相 関 関 数 波 形 の 左 側 波 形 と 右 側 波 形 と を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ ０ ： 狭 窄 診 断 装 置 （ 脈 波 検 出 装 置 ）
１ ２ ： カ フ （ 脈 波 セ ン サ ）
４ ０ ： 表 示 器 （ 出 力 装 置 ）
５ ２ ： 脈 波 表 示 手 段
５ ４ ： 自 己 相 関 関 数 波 形 決 定 手 段
５ ６ ： 検 出 結 果 判 定 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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